
    

　

　

 
  

　

　

戦没者への追悼、平和への祈り
1945年8月15日　終戦の日から71年Y

　終戦の日から71年を迎え、落部地区忠魂祭（7月18
日）、熊石地域戦没者慰霊祭（7月29日）、八雲町出身
戦没者追悼並びに平和記念式（8月15日）が開催されま
した。多くの人が参列し祖国の繁栄と同胞の安泰を念じ
つつ散華された八雲町出身戦没者を追悼し、恒久平和を
祈念しました。

　8月6日～7日、北海道新幹線開業＆パノラマパーク開園10
周年記念イベント第3弾「八雲ファーマーズデイ」が噴火湾
パノラマパークで開催されました。八雲町の農業をテーマに、
アイスクリーム作り体験、牧草ロールジャングルジム、トラ
クターのターザンロープ＆試乗体験、もちつき囃子、獣医に
よる牛のお話、北里八雲牛＆八雲牛の試食販売などさまざま
な催しが行われました。ハンドメイドの会が実施するアイス
クリームづくり体験には90人が参加し、熱い中、懸命に作っ
たアイスを家族でほお張るなど自然の中での休日を楽しみま
した。

八雲ファーマーズデイ開催
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　7月28日、将来医療職を目指す八雲高校の2年生
6名が八雲総合病院で体験実習を行いました。参加
した生徒たちは理学療法士、作業療法士、診療放
射線技師、管理栄養士を目指しており、各部署で
職員から直接仕事内容などの説明を聞き、実際の
作業を体験しました。スタッフからは「医療職
は、患者さんや利用者のために高い専門性を探求
し、責任感と使命感を持って、常に努力する必要
がある」との話を聞き、現場を支える医療スタッ
フのやりがいと大変さを学びました。　

プロを目指す八高生
地域医療体験実習

医療を、現場で学ぼうY

　夏休みを利用したボランティア活動に熊石地域の
中学生22名が参加しました。八雲町社会福祉協議
会熊石支所の主催で、7月28日・29日の2日間、
ホームヘルパーと一緒に高齢者の在宅訪問活動や、
特別養護老人ホーム・デイサービスセンターでの施
設体験のほか、相沼、熊石両保育園での手伝いなど
を行いました。生徒たちは毎日それぞれのプログラ
ムについて取組み、ボランティア活動を通じ、仕事
や人との交流の大切さを体験しました。
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